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手塚治虫マンガ家生活四十周年記念パー 
ティで、 出席した立川談志は以下のよぅな 
祝辞を述べた。 • 

「世のひとびとは手塚マンガを語る際、多 
くその〃質"のことを挙げて褒めたたえ 
る。確かに手塚作品の質は世界の最高峰に 
位置するものであろぅ。しかし、自分はい 
ま、 あえてその//頁"のことを挙げて話し 
たい。 手塚と同じキヤリアのマンガ家で、 
手塚ほど数多くの作品をものした作家が果 
たして他にいるであろう か。 彼の全集のあ 
の彪大なる卷数を 見よ。 あの量あればこ 
そ、 手塚作品はかくも長期に わたり、また 
全国津々浦々の読者にまで 行き渡り、 彼ら 


を 熱狂させることが可能だったので ある。 

……質に量が加わってこそ天才なの だ。 
世に 天才は 二人し かいない—— ダ •ビンチ 
と手塚てある」 

さすがは談志、殺し文句のぅまさは天下 
一品で ある。 褒められることの大好きだっ 
た手塚治虫 氏、 さぞ喜んだことだろぅ。 

確かに、手塚のその異常とも思える作品 
量にアッ トウされ ない者は いるまい。 講談 
社の全集は現在三百四十巻を越えてなお続 
刊中で ある。これには、 彼が自分‘のアニメ 
のプロダクションを支えるために (また そ 
れがつぶれた後の借金を支払うために)無 
茶苦茶な仕事量を引き受けざるを得なかつ 


た、 という理由が大きいが、しかしそれ以 
上に、手塚自身が〃マンガ家の価値は仕事 
量で決まる"と認識していたことが、最大 
の原因だろうと思われる。まさにあの ドク 
トルは、熟年と言われるワーカホ リック 世 
代の日本人の代表、というところがありま 
したから な。 

. もちろん、 ワーカ ホリックな だけで 

はあれだけの作品を残すことはできない。 
いくら本人が仕事をしたいと言いはったと 
ころで、この業界は需要があってはじめて 
作品を描くことができるところなの だ。 手 
塚治虫には、 M 大な需要を生み出すだけの 
才能が備わっていた。まさに、日本のダ- 
ビンチといえる だろう。 

ところがここに (立川談志は知らなかっ 
たか もしれ ない が)、 手塚治虫に勝るとも 
劣らない仕事量をなした、マンガ界におけ 
るもうひとりの ダ.ビンチが いる。 手塚と 
異なる のは、 彼の活躍した舞台と いうの が 
ほとんど怪奇 マン ガの描き下ろし単行本と 
いう、マィナー な m 界であった ということ 
だ。しかし、 そこにおいて、 彼の描く作品 
には、確かに高い需要が あった。 それ故 
に、彼 もまた 手塚と 同じく、 四十年以上の 
長きにわたってマンガを画き続けられたの 
だ。 . 

と、 なればカルト評論家と言われる僕の 
こと、 どうしてもこつちにヒィキをしたく 
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匕續免は何 XJi し fos し u * づ 


なる。今回は彼の作品を取り上げよう。日 
の当たる' マンガ界の王道を常に歩き続け 
た手塚と対照的に、多分に B 級のニオィの 
濃い怪奇マンガの業界で、驚異的な仕事量 
をこなし続け、ついにはその分野の代名詞 
的存在にまでなった 男。 

その 名を、 好美のぼると いう。 名前は知 
ら なくても、 一回くらいはその独特の絵を 
目にしたことがある筈 だ。 いまから二十年 
くらい 前、そう、 昭和四十年代末までは、 
このひとの描き下ろした曙出版の コミック 
スが、書店の一角に、だいたい隅っこの方 
ではあった が、 ズ ラリとコーナ I を作って 
並べられていたものである。 

さらにその以前には貸本マンガ単行本が 
これまた山のようにあり、その以後、つま 
り曙出版倒産後は立風書房、秋田書店など 
の描き下ろし怪奇シリ—ズなどに場所をう 
つし、 飽きもせずというかワキ メも ふらず 
というか、とにかくひたすら 、 j 心に、熱 
意を込めて、怪奇マンガを描き続けてい 
た、大人気作家だったのだ。 

それらはいったい、どういう作品群であ 
ったか？ これはいちいち内容をウンヌン 
するより、タィトルを列記した方が早いだ 
ろう。もう、 まんまの世界なので ある。 

『むささび少女』『どくだみ少女 j 『耳売り 
少-女』『やもり少女』『少女カメレオン』 
『凶人少女』『肌なめ少女』『闇の眼少女』 
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奇形： 


ン 


一九九六年四月、好美のぼる氏は亡くなっ 
た。懊(唐沢)はその直前、ネスコ\文藝春 
秋から出版した r カルトホラー後画秘宝館 j 
で、氏の作品『心臓の妖怪』『尼寺の妖怪 J 
を復刻することを企画し、病気療萊中の好美 
氏にかわって奥様の快諾を得ていたのだが、 
奇しくも死の床にその見本刷が届き、枕頭に 
供えられたという。 

氏は晚年、自分の過去の業續を一切、忘れ 
ていたというが、それでも、枕元に作品が供 
えられたということで、『作家 j としてこの 
世を去ることができた。 

「甚んでいると思います」 

という奥様の言葉を信じたい。 

で、その供養に、果たしてなるかどうかわ 
からない作品であるのだが、ここに氏の代表 
作のひとつ、『奇形児 j を復刻する。テキス 
卜は懐古館ろびんの片平健統氏の所蒇になる 


ものを用いた。 

この作品、原やすみ名義で発表されている。 
原やすみとは、好美のぼるが一時使つていた 
ペンネ f ムである。この時期、好美センセイ 
はひと月に平均して単行本二冊、雑誌読み切 


り一本という無茶苦茶なぺ—スで仕事をして 
いたから、名前を使い分ける必要があったの 
かもしれない。好美センセィの本名は尾原三 
好という。好美のぼるの好美は名前の方の三 
好を逆さまに読んだもの、原やすみの原は、 
尾原の原をとったもの、なのだろう。 

それにしても、この『奇形児 j 。どうしよ 
うもないくらい、すくいのないスト—リイで 

ある。最初はけなげに、自分の肉体の奇形化 
に立ち向かっていった主人公が、手も足もな 


く 


なつてダルマみたいな姿になつたとたん、 


そのショックで気が狂ってしまう。この作者 
は、人間性というものを信じていないかのご 
とくだ。これが好美作品の特色のひとつ、と 
言えれば、それはそれで論としてまとまるの 
だが、別の作品ではこの人、どんな姿になっ 
ても変わらない人間の真心、みたいなテーマ 
の作品も描いているから始末に惡い。一貫性 
がないのである。 

たぶん、月産四百ぺ—ジという重労働の中 
で、そんなテ！マ性などかまっちゃいられな 
かったのだろう。この作品も、そんな無茶苦 
茶なスケジュ I ルの合間に描かれた、描きな 
ぐり的作品である、として読むのが最も正し 
いのだと M う。 


しかし、ここまでいいかげんに描かれると、 
そこに何か内容があるのではないか、とかえつ 
て誤読したくなつてくるのも人情で ある。 こ 
とに生まれた弟の手足が長く、 

「ヒロコ、ヒロコ」 

とつぶやきながらクモのように町を歩くと 
ころなど、惡夢を見ているような印象だ。そ 
して、子供らを探しに町へ走り出る母親の絵 
のすごいデツサン！わたしは、ここのシー 


ンを見て、てっきり、姉の手足が短くなり、 
弟の手足が長くなつて、次は母親の首が長く 
なつたんだと思つ た。 たんなるデッサン狂い 


なんだけど 
スト—リ 


えない。セリフ回しの異常さも独特だ。そし 


て、ラストのオチのまあ、何たる 


とにかく、読んでほしい。そして、その出 
來具合に、笑ってほしい。この作品は、そう 
いう読み方をされるためにあると思う。 
「笑ってよ/思い切り笑ってよ/いいのよい 
いのよ/あなた方が笑うだけ/あたしも笑う 
わ/笑って笑って笑いぬくわ」 

主人公のこの叫びは、この作品自体の叫び 
なので ある。 
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ィのシユールな展開も、何とも言 6 







火葬 旭丘光夫 

怪作、と言うより他に言葉がない。展開の 
あまりの唐突さがこちらの脳ミソを混乱させ 
る。だいたい、登場人物の名前が"幽子"と 
* 川死”というところからしてスゴい。さら 
にその親父を文無しにして殺した女が、あん 
なあやしげな電話一本でノコノコ出てくると 
いうところがわけがわからない。それで、女 
を殺したあとの男がノンキに登山などすると 
ころがますますもつてわけがわからない。女 
が幽霊でないとすると、なぜ大やけどを負つ 
た体で山にまで登つてこられたのかも、さつ 
ばりわけがわからない。 

「うらみますぞ f • 」 

などという江戸時代みたいな言葉使いをな 
んでするのか、いよいよわけがわからない。 
男の方も、写真に出刃包丁を突き刺されて、 

「XXGZLXYJ 

などとうめくが、いつたいどういう意味な 
のか、まるきりわけがわからない。 


これだけわからないところがあってなお、 
いや、それ故にこの作品がこちらをひきつけ 
るのは、そこにマンガの根瓶とも言える、狼 
雑なパヮ I があふれているからだろあう。ス 
トーリィのまとまりなどクソ くらえと ばかり 
の有無を言わさぬ迫力、それがマンガの命で 
あったはずだ。この作品にリキが入っている 
ことは、その表紙にわざわざ“ザ”をつけた、 
“ザ丄-リジナル作品"という肩害を作者が 

つけているところからもわかろうというもの 
だ。 もっとも、その後の『特殊技術.富田登 
美雄 J というのはや〇ばりわけがわからない0 

この作品のどこに特殊技術が使われているの 
だろうか。 

そう言えば、この作者名だが、劇画家の旭 
丘光史に似ている。果たして同|人物なのだ 
ろうか(だ、という話を聞いたが)。これも 
わからない。まったく、わからないだらけの 
作品であります。 
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